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岐岐
阜阜
のの
料料
亭亭
建建
築築
とと
文文
化化
性性  

～
食
＋
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
新
た
な
魅
力
～

田
中 

清
之

                                             

                                             

  
                                           

      

金
華
山
麓
に
位
置
す
る
「
水
琴
亭
」 

料
亭
「
水
琴
亭
」
は
、
創
業
以
来
伊
奈
波
神

社
境
内
で
営
業
し
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
に
金

華
山
麓
南
方
に
位
置
す
る
伊
奈
波
神
社
の
参
道

か
ら
少
し
北
の
位
置
に
移
設
さ
れ
た
。 

数
寄
屋
造
り
の
空
間
は
、
昭
和
初
期
の
大
工

の
匠
技
と
選
り
す
ぐ
り
の
原
材
料
を
駆
使
し
、

建
築
の
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も

最
奥
に
あ
る
「
天
楽
の
間
」
は
、
横
浜
三
渓
園

「
臨
春
閣 

天
楽
の
間
」
の
写
し
で
、
岐
阜
県
出

身
の
実
業
家
「
原
三
渓
」
の
指
導
と
助
力
に
よ

る
。
ま
た
庭
園
内
に
あ
る
茶
室
は
、
広
間
と
小

間
が
あ
り
濃
茶
と
薄
茶
と
が
で
き
る
本
格
的
な

茶
室
で
あ
る
。
こ
の
茶
室
を
中
心
に
回
遊
で
き

る
庭
園
は
、
春
は
サ
ク
ラ
、
初
夏
は
カ
キ
ツ
バ

タ
、
秋
に
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
と
四
季

折
々
の
草
花
が
咲
い
て
非
常
に
綺
麗
で
あ
る
。 

      

更
に
、
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
庭
園
は
、

幽
玄
の
世
界
を
演
出
し
、
悠
久
時
忘
の
空
間
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

水
琴
亭
倶
楽
部
の
立
ち
上
げ 

平
成
二
十
二
年
か
ら
は
、｢

水
琴
亭｣

の
女
将

及
び
主
人
と
協
議
を
重
ね
、
水
琴
亭
倶
楽
部
を

立
ち
上
げ
た
。
以
後
、
同
年
十
一
月
に
は
「
邦

楽
コ
ン
サ
ー
ト
と
食
事
会
」
、
平
成
二
十
三
年
十

月
に
は
、
そ
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
長
良
川
温
泉

博
覧
会
（
通
称
：
長
良
川
お
ん
ぱ
く
）
の
一
環

で
「
食
事
会
＆
見
学
会
」
を
実
施
し
た
。
こ
の

「
食
事
会
＆
見
学
会
」
は
、
平
成
二
十
四
年
度

の
長
良
川
お
ん
ぱ
く
で
も
実
施
さ
れ
た
。 

現
在
は
、
定
期
的
に
企
画
会
議
を
重
ね
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し

た
集
客
力
ア
ッ
プ
と
、
利
用
し
や
す
い
料
亭
を

目
指
し
て
い
る
。 

岐
阜
県
内
に
あ
る
二
つ
の
料
亭
「
水
琴
亭
」
と
「
千
歳
楼
」
で
は
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
料
亭
で
の
食
事
を
た
ん
能
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
歴
史
あ
る
優
雅
な
料
亭
建

築
の
空
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
食
と
様
々
な
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
中

心
に
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広い敷地に建つ数寄屋造りの水琴亭。日本

庭園に囲まれた４つの個室で食事を提供。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「水琴亭食事会」の様子。厳選された食

材と料理人の技をたん能。 

事業の経緯

平成２年

平成４年２月

平成４～９年度

平成10年度

平成12年３月

平成14年６月

平成18年３月

平成18年８月

平成19年３月

平成20年１月

平成20年12月

平成21年８月 ○記念イベント「ぎふ問屋町プロジェクト2009」

平成21年10月 ○参加組合員契約の締結承認
○戸田建設㈱との保留床売買契約の締結承認

平成21年11月

平成22年１月 ○起工式

平成22年４月

平成22年12月 ○再開発ビル名称決定「岐阜スカイウイング37」
　・全国から3,080件の応募

平成23年５月 ○日本管財㈱・千代田土地建物㈱との管理業務委託契約
　締結に関する協定書の締結承認
○問屋町商業共同組合の設立

平成23年７月 ○地権者法人である㈱岐阜スカイウイング37開発、
　㈱問屋町商業開発の設立

平成24年２月 ○上棟式

平成24年８月

平成24年８月

平成24年９月

平成24年10月 ○完成記念イベント「ツインタワーのあるまち岐阜
　イラスト・フォトコンテスト＆スタンプラリー」

○定礎式
○管理組合の設立

○施設建築物竣工・工事完了公告
　（協議会設立から20年、準備組合設立から10年）

○竣工式
　・記念品としてペーパークラフト、うちわを製作

○問屋町西部の５町内会で順次、再開発研究会が設立

○研究会の調整機関として、再開発連絡協議会が設立

○全体開発から段階的開発（南街区先行）への方針転換

○問屋町西部南街区市街地再開発準備会の設立

○事業推進のための需要調査
　・まちづくりアンケート調査
　・権利者ヒアリング調査
　・全国ファッション関連産業への出店意向調査

○再開発準備組合の設立

○都市計画決定

○事業計画認可公告
○問屋町西部南街区市街地再開発組合の設立

○都市計画変更（１回目）

○都市計画変更（２回目）

○㈱大京と参加組合員協定書の締結承認
　（その後㈱一条工務店を共同参画者として承認）
○戸田建設㈱と特定業務代行協定書の締結承認

○権利変換計画認可

○施設建築物本体工事着工

竣工式（完成したビルをバックにテープカット）

岐阜シティ・タワー４３の５周年記念との共同イベント
として実施。コンテスト応募作品総数582点

事業関係者が揃い、記者発表を行った

Memorial　Rebirth(思い出の再生)
現代芸術家の大巻伸嗣氏プロデュースによる解体前
のアーケード街を舞台にシャボン玉を使ったイベント

問屋町西部南街区第一種市街地再開発事業 

関係データ 

H24．08 H21．11 H22．03 H22．07 H22．10 H22．12 H23．04 H23．08 H23．11 H24．01 H24．04 

所 在 地

施 行 者

ビ ル 名

都 市 名

地 区 面 積

商業・業務・ホテル・住宅・駐車場

5,868.48㎡

85.11%

55,099.02㎡

589.81%

東 棟 RC造一部S造　37階・地下１階
駐車場棟 S造　６階・屋上階

西 棟 S造　11階・地下１階

約170億円
（平成24年12月時点）

権 利 者 数

権 利 変 換
方 式

㈱都市研究所スペーシア

コーディネーター ㈱船場

（コンサルタント） 大日コンサルタント㈱

(一財)日本不動産研究所

名南税理士法人

設 計 監 理

施 工

㈱一条工務店・㈱大京

戸田建設㈱

岐阜市信用保証協会
㈱岐阜スカイウイング37開発

主要テナント

管 理 会 社

約1.1ha

事 業 概 要

構造
階数

事業計画概要

岐阜市吉野町六丁目31番地

問屋町西部南街区市街地再開発組合

岐阜市
＜人口約42万人・平成24年12月時点＞

岐阜スカイウイング37

容 積 率

事 業 費

戸田建設㈱

デベロッパー等

全員同意型（110条型）

権 利 変 換

基 本 計 画

資 金 計 画

岐阜大学、日本政策金融公庫、
㈱共立エステート＜ホテル＞等

日本管財㈱、千代田土地建物㈱、
㈱大京アステージ

商 業 計 画

補 償 ・ 測 量

鑑 定

税 務 ・ 会 計

参加組合員
特定業務代行者

保留床取得者

㈱日本設計・大建設計㈱

関係権利者（同意対象者）
　　176名：権利変換前／70名：権利変換後
組合員数（参加組合員を除く）
　　93名：権利変換前／63名：権利変換後

用 途

建 築 面 積

建 ぺ い 率

延 床 面 積
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事例２ 画面     事例１ 画面 

 

 
事例 2 における AR 参加型イベン

ト、マーカーにカメラをかざし、拡

張現実を体験する。※写真はキャナ

ルアート実行委員会提供 

事
例
紹
介
１ 

半
田
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
地
域
力
活
用

新
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
と
実
験
を
す

す
め
て
い
る
。
今
年
度
に
テ
ス
ト
運
用
さ
れ
て

い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
半
田
観
光
プ
ラ
ス
」

で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
し
て
、
観
光
施
設
と

自
身
と
の
最
短
ル
ー
ト
を
教
え
て
く
れ
る
機
能

や
、
Ａ
Ｒ
技
術
を
利
用
し
て
の
観
光
地
特
有
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
示
さ
せ
記
念
撮
影
が
で
き

る
機
能
が
実
装
さ
れ
て
い
る
。
当
委
員
会
で
は
、

実
際
に
観
光
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
開

発
側
の
レ
ベ
ル
と
使
用
す
る
側
の
レ
ベ
ル
の
共

有
を
目
指
し
て
い
る
。
半
田
市
で
は
こ
の
よ
う

な
技
術
を
利
用
し
な
が
ら
訪
れ
る
お
客
に
対
し

て
、
最
適
な
観
光
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
今
後
も
実
用
化
に
向
け
て
の

実
験
が
繰
り
返
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

事
例
紹
介
２ 

名
古
屋
市
の
中
川
運
河
周
辺
を
中
心
に
活
動

を
続
け
る
キ
ャ
ナ
ル
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
で
は
、

今
年
で
三
回
目
と
な
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
、
公
式
ア
プ
リ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
に
は
、
Ａ
Ｒ
を
活
用

し
て
、
学
生
た
ち
に
当
該
地
域
の
未
来
の
姿
を

表
現
し
て
も
ら
い
そ
れ
ら
を
市
民
に
披
露
す
る

Ａ
Ｒ
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の

仕
掛
け
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
運
河

を
覗
く
と
事
前
に
学
生
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
で
制

作
し
た
将
来
的
な
拡
張
現
実
が
映
し
出
さ
れ
る
。

学
生
た
ち
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
が
Ａ
Ｒ

技
術
で
は
表
現
で
き
る
。
そ
の
場
所
に
来
て
、

そ
の
場
所
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
彼
ら
が
考
え

る
未
来
予
想
図
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。(

中

川
運
河
キ
ャ
ナ
ル
ア
ー
ト
の
活
動
そ
の
も
の
に

関
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
） 

Ａ
Ｒ
×
観
光
ア
プ
リ
の
傾
向 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
多
岐
に
渡
り
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
が
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
の
特
徴
を

整
理
す
る
と
、
①
現
地
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
っ

て
確
認
で
き
る
情
報
を
提
供
す
る
。
②
現
地
の

マ
ー
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
を
か
ざ
し
て
、
観
光
地

特
有
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
示
さ
せ
記
念
撮
影

で
き
る
。
③
現
地
で
、
過
去
に
起
き
た
こ
と
や

建
造
物
を
可
視
化
さ
せ
る
。
等
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
他
に
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の
応
用
で
あ

っ
た
り
、
ク
イ
ズ
等
へ
の
誘
導
で
あ
っ
た
り
と

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
要
素
を
加
え
て
の
事

例
が
大
多
数
で
あ
る
。 

今
後
の
展
開 

 

Ａ
Ｒ
技
術
の
応
用
と
し
て
、
防
災
Ａ
Ｒ
な
る

も
の
の
開
発
が
各
企
業
で
進
ん
で
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
で
作
ら
れ
て
き
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
と
連
動
し
て
マ
ッ
プ
に
カ
メ
ラ
を

向
け
る
と
、
そ
の
土
地
で
の
津
波
の
浸
水
が
視

覚
的
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
あ
る
マ
ッ
プ
で

は
火
災
の
危
険
度
を
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、

避
難
経
路
を
具
体
的
に
知
ら
せ
る
た
め
に
道
路

沿
い
に
マ
ー
カ
ー
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
カ
メ

ラ
で
か
ざ
す
こ
と
で
の
誘
導
や
、
建
物
倒
壊
や

危
険
エ
リ
ア
を
視
覚
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
も

開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
実
際
の
災
害
現
場
で
は
な
く
防
災

教
育
と
し
て
事
前
に
理
解
を
促
進
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
後
起
こ
り
得
る
事
態

に
向
け
て
多
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
Ａ
Ｒ
技
術
を
中
心
に
事
例
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
も
っ
と
も
気
に
な

る
の
は
本
当
に
こ
う
い
っ
た
ア
プ
リ
が
ま
ち
づ

く
り
の
分
野
で
実
用
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
市

民
側
が
技
術
を
享
受
す
る
前
に
次
の
展
開
の
波

が
押
し
寄
せ
て
く
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
使
用
者
側
と
開
発
側
を
つ
な
ぐ
活

動
が
常
に
必
要
で
あ
る
。
事
例
１
で
も
示
し
た

半
田
市
で
の
モ
ニ
タ
ー
実
験
の
よ
う
に
今
後
も

現
場
レ
ベ
ル
で
の
実
用
化
を
目
指
す
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

側
の
状
況
デ
ザ
イ
ン
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。 

皇
族
、
元
勲
や
文
人
墨
客
が
訪
れ
た
「
千
歳
楼
」 

岐
阜
県
養
老
町
に
あ
る
料
理
旅
館
「
千
歳
楼
」

は
、
養
老
公
園
内
の
一
角
に
あ
り
、
緑
豊
か
な

敷
地
に
歴
史
と
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
建
造
物
で

あ
る
。
創
業
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
、
養

老
公
園
を
岐
阜
県
が
整
備
し
た
時
に
開
業
し
、

そ
れ
以
降
、
明
治
時
代
の
皇
族
、
元
勲
や
文
人

墨
客
が
訪
れ
て
お
り
、
宿
泊
帳
や
扁
額
が
残
さ

れ
て
い
る
。 

 明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
の
建
築
様
式 

「
千
歳
楼
」
の
建
物
二
階
に
は
、
約
五
十
畳

の
大
広
間
が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
る
東

海
平
野
の
眺
望
は
傑
出
し
、
庭
に
あ
る
大
正
天

皇
御
手
植
え
の
松
と
樹
木
と
が
調
和
し
た
景
観

を
醸
し
出
し
て
い
る
。 

 

宿
泊
施
設
の
「
桜
の
間
」
、
「
竹
の
間
」
、
「
楓

の
間
」
、
「
松
の
間
」
は
、
木
材
や
ガ
ラ
ス
な
ど

使
用
材
料
が
貴
重
で
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初

期
の
建
築
様
式
と
意
匠
を
表
し
て
お
り
文
化
財

的
価
値
が
高
い
。
特
に
「
袖
の
間
」
は
、
明
治

後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
京
都
画
壇
の
重

鎮
で
あ
っ
た
竹
内
栖
鳳
が
設
計
し
た
内
装
で
、

室
内
に
は
竹
内
自
ら
描
画
し
た
絹
本
や
書
幅
、

自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
欄
間
な
ど
、
話
題
性
と
付

加
価
値
の
あ
る
部
屋
で
あ
る
。 

 
 「

千
歳
楼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発
足
と
「
千
歳
楼
倶

楽
部
」の
立
ち
上
げ 

二
〇
一
〇
年
五
月
よ
り
、
千
歳
楼
に
潜
在
す

る
価
値
発
掘
と
広
報
活
動
を
重
ね
て
営
業
成
績

を
上
げ
て
い
く
「
千
歳
楼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

発
足
さ
せ
た
。
先
決
問
題
と
し
て
、
顧
客
を
確

保
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
と
新
規
の
ブ
ロ
グ
投
稿

等
に
よ
る
広
報
活
動
を
し
、
予
約
も
行
え
る
よ

う
に
し
た
。
ま
た
、
広
報
・
宣
伝
と
同
時
に
、

時
宜
に
応
じ
た
値
段
設
定
が
必
要
と
考
え
、
昼

食
と
夕
食
の
値
段
を
改
定
し
、
期
間
限
定
の
食

事
を
開
発
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
告
知
し

た
。 

 

宿
泊
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
的
空
間
と
周
囲

の
自
然
環
境
に
お
い
て
非
日
常
を
体
験
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
値
段
設
定
も

改
善
し
た
。 

 

一
方
で
、
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る
た
め
に
定

期
的
な
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
開
始
す
る
た
め
、
企

画
実
施
を
行
う
「
千
歳
楼
倶
楽
部
」
を
立
ち
上

げ
た
。
二
階
大
広
間
を
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
し
、
食
事
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
て

集
客
す
る
よ
う
な
企
画
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
①
邦
楽
（
琴
や
三
味
線
）
や
胡
弓

な
ど
伝
統
的
楽
器
の
演
奏
会
、
②
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
③
伝
統
芸
能

の
舞
と
唄
を
実
施
し
た
。 

 

今
後
は
、
地
元
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
「
新
酒
発
表
会
と
料
理
を
堪
能
す
る

会
」
、「
お
い
し
く
肉
料
理
を
い
た
だ
く
会
」
、「
地

産
地
消
の
野
菜
や
果
物
な
ど
を
利
用
し
た
料
理

会
」
な
ど
の
企
画
を
考
え
て
い
る
。 

 

最
後
に 

歴
史
的
遺
産
で
あ
る
料
亭
建
造
物
は
、
歴
史

と
文
化
の
証
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
は
、
所
有
者
と
行
政
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
で
は
あ
る
。
た
ゆ
ま
な
い
自
立
と

支
援
と
で
保
存
・
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑2 階大広間 

 
昼と夜では雰囲気が異なる２階大広間→ 

ＡＡ
ＲＲ
をを
活活
用用
しし
たた
まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
取取
りり
組組
みみ  

～
ま
ち
づ
く
り
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
～

藤
澤 

徹

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と
も
に
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
開
発
さ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
も
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。 

昨
年
の
ラ
バ
ダ
ブ
で
半
田
市
の
観
光
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
こ
で

は
Ａ
Ｒ
（A

u
g
m

e
n

te
d

 R
e
a
lity

 

拡
張
現
実
感
）
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
述
べ

た
が
、
本
論
で
は
、
そ
の
後
の
展
開
と
筆
者
自
身
が
関
わ
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の

な
か
で
の
Ａ
Ｒ
の
事
例
紹
介
と
と
も
に
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。 
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